


　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
を
守

り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
行

政
委
員
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、「
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
市
町

村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
新
た
に
決
ま
っ
た
27
人
の
農

業
委
員
さ
ん
は
、
今
後
３
年
間
、

農
村
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し

て
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
い
わ
ば
、
農
家

の
頼
り
に
な
る
相
談
役
で
す
。

　
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
、

認
定
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
農
用
地
の
有
効
利
用
の

た
め
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
促

進
し
ま
す
。
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(東吉田)
〔選挙・再任〕

(晩稲)
〔議会推薦・再任〕

(西岩代)
〔議会推薦・再任〕

(徳蔵)
〔選挙・再任〕

(熊岡)
〔選挙・新任〕

(滝)
〔議会推薦・再任〕

(西岩代)
〔選挙・新任〕

(西本庄)
〔選挙・新任〕

(西本庄)
〔選挙・再任〕

(広野)
〔選挙・再任〕

(清川)
〔選挙・再任〕

(東岩代)
〔議会推薦・再任〕

(谷口)
〔選挙・再任〕

(芝)
〔選挙・再任〕

(晩稲)
〔選挙・新任〕

(堺)
〔選挙・再任〕

(東岩代)
〔選挙・再任〕

(東本庄)
〔農協推薦・新任〕

(山内)
〔選挙・新任〕

(清川)
〔選挙・再任〕

(埴田)
〔選挙・新任〕

(筋)
〔選挙・再任〕

(高野)
〔選挙・再任〕

(東本庄)
〔土地改良区推薦・再任〕

(山内)
〔選挙・新任〕

(新庄)
〔農業共済推薦・新任〕

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙(

定
数
20)

が
３
月
４
日(

火)

に
告
示
さ
れ
、
定
数
と
同
数
の
20

人
が
立
候
補
し
、
選
挙
に
よ
る
農

業
委
員
の
無
投
票
当
選
が
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
か
ら
４

人
、
各
関
係
団
体
か
ら
３
人
が
推

薦
さ
れ
、
合
わ
せ
て
27
人
の
農
業

委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１
日(

火)

に
開
催
さ
れ
た

平
成
20
年
度
第
１
回
農
業
委
員

会
で
は
、
会
長
に
久
保
秀
夫
さ
ん

(

東
本
庄)

が
、
副
会
長
に
上
本

康
裕
さ
ん(

西
岩
代)

〔
会
長
職
務

代
理
〕、
﨑
山
文
男
さ
ん(

晩
稲)

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
、
３
月
末
に
任
期
満
了
で
退

任
さ
れ
た
前
委
員
さ
ん
10
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
農
業
委
員
の
任
期
は
、

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　
農
地
は
、
例
え
ば
工
場
の
敷
地

な
ど
と
は
異
な
り
、
そ
れ
自
体
が

生
産
力
を
持
つ
も
の
で
、
農
業
に

お
け
る
基
本
的
な
生
産
基
盤
で

す
。
そ
の
農
地
の
無
断
転
用
な
ど

に
よ
る
荒
廃
化
を
防
止
す
る
た

め
に
、
農
地
の
売
買
や
転
用
に
つ

い
て
審
査
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
、
一
人
一
人
が
、
集
落
で

き
め
細
や
か
な
世
話
役
活
動
を

行
い
、
集
落
の
声
を
行
政
や
施
策

へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
毎
月
開
催
さ

れ
ま
す
。
委
員
会
で
は
、
農
用
地

の
権
利
移
動(

所
有
権
、
賃
借
権
、

使
用
権
の
設
定)(

※
１)

や
転
用

(
農
用
地
以
外
の
用
途
に
使
う
こ

と)(
※
２)

の
許
可
申
請
に
つ
い

て
審
査
し
、
判
断
を
行
い
ま
す
。

(

※
１)

農
用
地
の
権
利
移
動

　
田
や
畑
の
農
地
を
耕
作
目
的

で
売
買
や
賃
借
を
す
る
場
合
は
、

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
業
委

員
会
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。農
地
法
の
許
可
を
受

け
て
い
な
い
売
買
は
効
力
が
生

じ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。従
っ

て
、
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
は
、

対
価
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、許

可
が
受
け
ら
れ
な
い
と
所
有
権

は
取
得
で
き
な
い
の
で
、契
約
を

締
結
す
る
と
き
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

(

※
２)

農
用
地
の
転
用
許
可

　
田
や
畑
な
ど
の
農
地
を
農
地

以
外
の
も
の
に
す
る
場
合
に
は
、

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。〔
農
地
が
４
万

平
方
メ
ー
ト
ル(

４
町)

を
超
え

る
場
合
は
農
林
水
産
大
臣
の
許

可
が
必
要
で
す
〕　
農
業
委
員
会

で
は
許
可
申
請
に
意
見
書
を
つ

け
て
進
達
し
ま
す
。

(東本庄)
〔選挙・新任〕

(敬称略)

　
農
地
の
貸
し
借
り
や
転
用
、
農

業
者
年
金
な
ど
の
相
談
は
、
気
軽

に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
役
場
産
業
課
内
・
農
業
委
員
会

事
務
局
　
℡
72-

１
３
３
７

　久保新農業委員会会長に聞きまし
た。久保会長はみなべいなみ農業協
同組合組合長でもあります。
　「農業委員会も農協もその役割は
農家を守ることです。そのために、
後継者の育成や認定農業者の支援、
農地の効果的利用の促進など、行政
と一体となって取り組んでいきたい
と思います。今、みなべ町でも農業
の現状は難しいものがありますが、
農業者みんなの力を合わせて努力す
れば、より安心して農業に専念し、
若い後継者が将来に展望を持てる環
境づくりができるのではないでしょ
うか。私たち農業委員はそのお手伝
い役としてがんばります」



　
山
田
莉
沙
、辻
利
絵
、辻
由
結
、

木
田
飛
鳥
、
山
中
春
香(

以
上
南

部
小
６
年)

、
和
田
穂
乃
香(

上

南
部
小
６
年)

、
山
中
優
奈(

南

部
小
５
年)

　
４
月
10
日(

木)

、
南
部
中
学
校
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３
月
19
日(

水)

、
平
成
19
年
度

県
消
防
功
労
者
定
例
表
彰
式
が

和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、
み
な

べ
町
消
防
団
か
ら
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
長
年
の
無
私
の
功
績
が
賞
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
県
知
事
感
謝
状
　
前
団
長 

川

中
唯
生(

山
内)

▼
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰 

勤
続

章(

40
年) 

団
長 

硲
幸
男(

清
川)

▼
消
防
庁
長
官
表
彰 

永
年
勤
続

功
労
章
　
副
団
長 

荒
堀
和
雄(

山

内)

、
第
１
分
団
長 

藤
川
忠
男

(

埴
田)

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰 

勤
続

章(

30
年) 

副
団
長 

西
村
弘
次

(

北
道)

、
第
２
分
団
第
３
班
長

湯
川
明
広(

芝)

　
３
月
16
日(

日)

、
第
４
回
町
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会(

町
体
育
協

会
主
催)

が
南
部
中
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
、
13
ペ
ア
が
出
場
し

ま
し
た
。熱
戦
の
結
果
、砂
野
豪
・

遠
藤
寿
美
ペ
ア
が
予
選
リ
ー
グ
、

決
勝
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
て
優

勝
し
ま
し
た
。

　
４
月
５
日(

土)

、
第
31
回
少
女

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会(

少

女
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主
催)

が
晩
稲

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
総
当
た
り

戦
の
結
果
、
梅
乃
里
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
、
各
チ
ー
ム
の

敢
闘
賞
受
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
梅
乃
里
Ａ
＝
津
村
知
里
、
谷

本
優
衣
、
山
崎
香
奈
、
栗
山
紗

月
、
植
野
晴
菜
、
古
田
加
奈
、
真

造
沙
也
香
、
小
山
千
晴
、
前
田
紀

子
、
坂
本
萌
々
加
、
小
倉
ゆ
か

り
、
樫
山
早
歩

▼
敢
闘
賞
＝
谷
本
優
衣
、
尾
崎

美
穂(

岩
代)

、
小
谷
有
沙(

梅
乃

里
Ｂ)

　
３
月
26
日(
水)
〜
29
日(

土)

、
第

５
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会(
日
本
体

育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
な
ど

主
催)

が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
、

男
子
10
チ
ー
ム
、
女
子
48
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
女
子
の
部
に
出
場
し
た
南
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い

て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
。

準
決
勝
で
今
大
会
優
勝
の
成
美

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
惜
敗

し
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。(

学
年
は

平
成
19
年
度
当
時)

表彰された６人の皆さん

が
平
成
20
年
度(

第
42
回)

り
ゅ
う
し

川
端
龍
子
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
和
歌
山
市

生
ま
れ
の
日
本
画
家
で
、

近
代
日
本
画
の
異
端
者
、

在
野
の
巨
人
と
い
わ
れ
た

川
端
龍
子(

明
治
18
年
〜
昭

和
41
年)

に
ち
な
ん
だ
も
の

で
、(

財)

川
端
龍
子
顕
彰
会

梅乃里Ａチームの子どもたち

が
昭
和
42
年
か
ら
毎
年
、
美
術
教

育
に
尽
力
し
て
い
る
県
内
の
小

中
学
校
な
ど
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
南
部
中
学
校
は
、
毎
年
、
全
国

教
育
美
術
展
で
特
選
や
入
選
を

受
け
る
生
徒
を
多
数
輩
出
す
る

な
ど
、
美
術
教
育
に
尽
力
し
て
優

秀
な
成
績
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

を
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
敬
称
略
〕

全校を代表して賞状を受け取った
楠本紋加生徒会長と谷寿紀副会長

全国３位になった南部バレーボー
ルスポーツ少年団
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平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
合
計
１

５
７
億
６
６
１
２
万
９
千
円
に
な
り

ま
す
。

　
一
般
会
計
１
０
１
億
２
３
４
８
万

７
千
円
の
う
ち
、
収
入
済
額
は
68
億

２
３
９
２
万
２
千
円
で
主
な
も
の
は

次
の
通
り
で
す〔( )

内
は
予
算
額
に

対
す
る
収
入
割
合
〕。

▼
町
税
14
億
６
７
２
９
万
９
千
円(

１

０
０
・
３
％)

▼
地
方
交
付
税
33
億
６

０
９
６
万
９
千
円(

１
０
５
・
６
％)

▼
国
庫
支
出
金
３
億
９
５
９
６
万
９

千
円(

36
・
２
％)

▼
県
支
出
金
３
億

５
５
０
万
７
千
円(

31
・
０
％)

▼
繰

越
金
３
億
５
８
０
５
万
１
千
円(

２
６

７
・
９
％)

▼
町
債
４
億
１
５
３
０
万

円(

18
・
４
％)

　
ま
た
、
支
出
済
額
は
76
億
３
５
３

２
万
７
千
円
で
主
な
も
の
は
次
の
通

り
で
す〔( )

内
は
予
算
額
に
対
す
る

支
出
割
合
〕。

▼
総
務
費
６
億
２
７
８
万
２
千
円

(

79
・
３
％)

▼
民
生
費
10
億
７
２
６

９
万
９
千
円(

73
・
２
％)

▼
衛
生
費

６
億
１
５
９
０
万
６
千
円（
54
・
２
％
）

▼
農
林
水
産
業
費
14
億
４
１
９
５
万

４
千
円(

68
・
９
％)

▼
土
木
費
６
億

２
５
７
５
万
５
千
円(

52
・
６
％)

▼
消

防
費
２
億
５
０
８
７
万
１
千
円
（
93
・
４

％
）▼
教
育
費
12
億
４
６
９
４
万
２
千

円(

91
・
９
％)

▼
公
債
費
15
億
７
７
４

８
万
８
千
円(

99
・
３
％)

　
町
債
（
町
の
借
金
）は
、
一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
３
４
億
６

２
７
８
万
７
千
円
。簡
易
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が
69
億
４

１
０
０
万
６
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
基
金
（
町
の
貯
金
）は
、
財
政
調
整

基
金
11
億
７
８
１
４
万
１
千
円
、
減

債
基
金
２
億
５
７
６
９
万
８
千
円
、

福
祉
基
金
２
億
９
０
０
５
万
１
千
円
、

地
域
づ
く
り
基
金
２
億
８
６
２
７
万

９
千
円
な
ど
合
計
33
億
１
４
８
６
万

６
千
円
の
見
込
み
で
す
。。

　
町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら
３
月

ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理(
お
金
の

出
し
入
れ)

は
５
月
末
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。そ
の
た
め
受
け
入
れ
や
支
払

い
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、下
の
各
表
は
決
算

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
水
道

事
業
会
計
は
、地
方
公
営
企
業
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、広
報
11
月

号
で
他
の
会
計
と
と
も
に
決
算
報
告

の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

３
月
末
現
在)

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
、特
別

会
計
の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状

況
、
基
金
の
状
況
、
町
債
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介 護 給 付 費 準 備 基 金
住宅新築資金等貸付事業減債基金
簡易水道事業財政調整基金
下 水 道 基 金
育 英 奨 学 金 貸 付 基 金
土 地 開 発 基 金
高 額 療 養 費 貸 付 基 金

合　　　　　計

2,298万5千円
1,788万7千円
5,291万6千円

1億9,709万8千円
4,636万3千円

1億6,992万5千円
324万8千円

33億1,486万6千円

2,296万5千円
1,788万7千円
5,291万6千円

1億7,296万8千円
5,230万6千円
2億148万5千円
824万2千円

31億1,261万5千円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
福 祉 基 金
地 域 づ く り 基 金
公共施設整備基金
生涯学習推進基金
中山間ふるさと水と土保全基金
町 営 住 宅改修基金
防 災 基 金
国民宿舎整備基金
中山間地域振興基金
環境保全地域活性化基金
国 保財政調整基金

11億7,814万1千円
2億5,769万8千円
2億9,005万1千円
2億8,627万9千円
1億4,197万2千円
7,812万4千円
2,067万円
9,274万円

4,845万8千円
1,028万8千円

０円
2億5,200万円

1億4,802万3千円

11億7,805万円
2億5,759万5千円
2億9,005万1千円
2億8,621万4千円
4,196万6千円
7,712万4千円
2,065万9千円
9,274万円

4,845万8千円
1,491万5千円
205万1千円
1億2,600万円

1億4,802万3千円

100億1,002万7千円

54億8,249万4千円

19億1,685万6千円

12億6,639万6千円

9億6,920万8千円

1,595万3千円

6,067万4千円

2億5,739万6千円

7億5,844万5千円

2億3,756万6千円

154億9,252万1千円

1億1,346万円

1億6,014万8千円

4,471万円

3,366万9千円

4,655万2千円

444万4千円

753万円

227万9千円

336万円

1,760万4千円

2億7,360万8千円

68億2,392万2千円

42億5,517万8千円

18億1,121万2千円

10億4,094万3千円

8億292万8千円

3,377万6千円

4,830万8千円

1億6,901万4千円

2億3,366万円

1億1,533万7千円

110億7,910万円

76億3,532万7千円

46億4,903万8千円

16億7,720万5千円

11億8,300万2千円

8億5,568万6千円

2,039万5千円

6,096万6千円

2億4,631万8千円

4億5,476万7千円

1億5,069万9千円

122億8,436万5千円

101億2,348万7千円

56億4,264万2千円

19億6,156万6千円

13億6万5千円

10億1,576万円

2,039万7千円

6,820万4千円

2億5,967万5千円

7億6,180万5千円

2億5,517万円

157億6,612万9千円

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険

住宅新築資金等貸付事業

鶴 の 湯

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

67.4%

75.4%

92.3%

80.1%

79.0%

165.6%

70.8%

65.1%

30.7%

45.2%

70.3%

75.4%

82.4%

85.5%

91.0%

84.2%

100.0%

89.4%

94.1%

59.7%

59.1%

77.9%

普通会計債
特別会計債
合　　計

134億6,278万7千円
69億4,100万6千円
204億379万3千円

130億5,935万6千円
66億6,626万4千円
197億2,562万円

収 入 済 額 収入割合 支 出 済 額 支出割合

平成20年3月末
現在の見込み高名　　　　　称

平成19年3月末
現在高

平成19年3月末
現在高

平成20年3月末
現在の見込み額名　　称

     

一般会計と、介護保険・公共下水道事業特別会計の当初予算には
平成18年度からの繰越予算が含まれています。

※
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平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
合
計
１

５
７
億
６
６
１
２
万
９
千
円
に
な
り

ま
す
。

　
一
般
会
計
１
０
１
億
２
３
４
８
万

７
千
円
の
う
ち
、
収
入
済
額
は
68
億

２
３
９
２
万
２
千
円
で
主
な
も
の
は

次
の
通
り
で
す〔( )

内
は
予
算
額
に

対
す
る
収
入
割
合
〕。

▼
町
税
14
億
６
７
２
９
万
９
千
円(

１

０
０
・
３
％)

▼
地
方
交
付
税
33
億
６

０
９
６
万
９
千
円(

１
０
５
・
６
％)

▼
国
庫
支
出
金
３
億
９
５
９
６
万
９

千
円(

36
・
２
％)

▼
県
支
出
金
３
億

５
５
０
万
７
千
円(

31
・
０
％)

▼
繰

越
金
３
億
５
８
０
５
万
１
千
円(

２
６

７
・
９
％)

▼
町
債
４
億
１
５
３
０
万

円(

18
・
４
％)

　
ま
た
、
支
出
済
額
は
76
億
３
５
３

２
万
７
千
円
で
主
な
も
の
は
次
の
通

り
で
す〔( )

内
は
予
算
額
に
対
す
る

支
出
割
合
〕。

▼
総
務
費
６
億
２
７
８
万
２
千
円

(

79
・
３
％)

▼
民
生
費
10
億
７
２
６

９
万
９
千
円(

73
・
２
％)

▼
衛
生
費

６
億
１
５
９
０
万
６
千
円（
54
・
２
％
）

▼
農
林
水
産
業
費
14
億
４
１
９
５
万

４
千
円(

68
・
９
％)

▼
土
木
費
６
億

２
５
７
５
万
５
千
円(

52
・
６
％)

▼
消

防
費
２
億
５
０
８
７
万
１
千
円
（
93
・
４

％
）▼
教
育
費
12
億
４
６
９
４
万
２
千

円(

91
・
９
％)

▼
公
債
費
15
億
７
７
４

８
万
８
千
円(

99
・
３
％)

　
町
債
（
町
の
借
金
）は
、
一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
３
４
億
６

２
７
８
万
７
千
円
。簡
易
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が
69
億
４

１
０
０
万
６
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
基
金
（
町
の
貯
金
）は
、
財
政
調
整

基
金
11
億
７
８
１
４
万
１
千
円
、
減

債
基
金
２
億
５
７
６
９
万
８
千
円
、

福
祉
基
金
２
億
９
０
０
５
万
１
千
円
、

地
域
づ
く
り
基
金
２
億
８
６
２
７
万

９
千
円
な
ど
合
計
33
億
１
４
８
６
万

６
千
円
の
見
込
み
で
す
。。

　
町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら
３
月

ま
で
で
す
が
、
出
納
整
理(
お
金
の

出
し
入
れ)

は
５
月
末
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。そ
の
た
め
受
け
入
れ
や
支
払

い
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、下
の
各
表
は
決
算

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
水
道

事
業
会
計
は
、地
方
公
営
企
業
法
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、広
報
11
月

号
で
他
の
会
計
と
と
も
に
決
算
報
告

の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

３
月
末
現
在)

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
、特
別

会
計
の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状

況
、
基
金
の
状
況
、
町
債
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介 護 給 付 費 準 備 基 金
住宅新築資金等貸付事業減債基金
簡易水道事業財政調整基金
下 水 道 基 金
育 英 奨 学 金 貸 付 基 金
土 地 開 発 基 金
高 額 療 養 費 貸 付 基 金

合　　　　　計

2,298万5千円
1,788万7千円
5,291万6千円

1億9,709万8千円
4,636万3千円

1億6,992万5千円
324万8千円

33億1,486万6千円

2,296万5千円
1,788万7千円
5,291万6千円

1億7,296万8千円
5,230万6千円
2億148万5千円
824万2千円

31億1,261万5千円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
福 祉 基 金
地 域 づ く り 基 金
公共施設整備基金
生涯学習推進基金
中山間ふるさと水と土保全基金
町 営 住 宅改修基金
防 災 基 金
国民宿舎整備基金
中山間地域振興基金
環境保全地域活性化基金
国 保財政調整基金

11億7,814万1千円
2億5,769万8千円
2億9,005万1千円
2億8,627万9千円
1億4,197万2千円
7,812万4千円
2,067万円
9,274万円

4,845万8千円
1,028万8千円

０円
2億5,200万円

1億4,802万3千円

11億7,805万円
2億5,759万5千円
2億9,005万1千円
2億8,621万4千円
4,196万6千円
7,712万4千円
2,065万9千円
9,274万円

4,845万8千円
1,491万5千円
205万1千円
1億2,600万円

1億4,802万3千円

100億1,002万7千円

54億8,249万4千円

19億1,685万6千円

12億6,639万6千円

9億6,920万8千円

1,595万3千円

6,067万4千円

2億5,739万6千円

7億5,844万5千円

2億3,756万6千円

154億9,252万1千円

1億1,346万円

1億6,014万8千円

4,471万円

3,366万9千円

4,655万2千円

444万4千円

753万円

227万9千円

336万円

1,760万4千円

2億7,360万8千円

68億2,392万2千円

42億5,517万8千円

18億1,121万2千円

10億4,094万3千円

8億292万8千円

3,377万6千円

4,830万8千円

1億6,901万4千円

2億3,366万円

1億1,533万7千円

110億7,910万円

76億3,532万7千円

46億4,903万8千円

16億7,720万5千円

11億8,300万2千円

8億5,568万6千円

2,039万5千円

6,096万6千円

2億4,631万8千円

4億5,476万7千円

1億5,069万9千円

122億8,436万5千円

101億2,348万7千円

56億4,264万2千円

19億6,156万6千円

13億6万5千円

10億1,576万円

2,039万7千円

6,820万4千円

2億5,967万5千円

7億6,180万5千円

2億5,517万円

157億6,612万9千円

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険事業

老 人 保 健

介 護 保 険

住宅新築資金等貸付事業

鶴 の 湯

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

67.4%

75.4%

92.3%

80.1%

79.0%

165.6%

70.8%

65.1%

30.7%

45.2%

70.3%

75.4%

82.4%

85.5%

91.0%

84.2%

100.0%

89.4%

94.1%

59.7%

59.1%

77.9%

普通会計債
特別会計債
合　　計

134億6,278万7千円
69億4,100万6千円
204億379万3千円

130億5,935万6千円
66億6,626万4千円
197億2,562万円

収 入 済 額 収入割合 支 出 済 額 支出割合

平成20年3月末
現在の見込み高名　　　　　称

平成19年3月末
現在高

平成19年3月末
現在高

平成20年3月末
現在の見込み額名　　称

     

一般会計と、介護保険・公共下水道事業特別会計の当初予算には
平成18年度からの繰越予算が含まれています。

※
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●▼
参
事
・
総
務
課
長
＝
冨
山
勝

(

参
事
・
住
民
環
境
課
長)

●▼
住
民
環
境
課
長
＝
坂
本
努(

同

課
環
境
対
策
長)

、
▼
保
健
福
祉

課
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
＝
久

保
正
一(

図
書
館
長
兼
南
部
公
民

館
長)

、
▼
上
南
部
保
育
所
長
＝

庄
司
香
代
子(

清
川
保
育
所
長)

●▼
総
務
課
副
課
長
兼
庶
務
係
長

＝
松
川
史
朗(

同
課
主
幹
兼
防
災

係
長)

、
▼
住
民
環
境
課
副
課
長

(

環
境
担
当)

＝
峯
敏
明(

副
課

長
・
財
団
法
人
紀
南
環
境
整
備

公
社
派
遣)

、
▼
税
務
課
副
課
長

＝
谷
前
政
宜(

総
務
課
副
課
長
兼

庶
務
係
長)

、
▼
上
下
水
道
課
副

課
長(

上
水
道
担
当)

＝
中
川
好

紹(

同
課
主
幹
・
上
水
道
担
当)

、

▼
同
課
副
課
長(

下
水
道
担
当)

＝
硲
崇(

同
課
副
課
長)

、
▼
産
業

課
副
課
長(

商
工
水
産
担
当)

＝

中
松
啓
次(

上
下
水
道
課
主
幹
兼

下
水
道
工
務
係
長)

、
▼
う
め
課

副
課
長
兼
振
興
係
長
＝
森
本
典

男(
同
課
主
幹
兼
振
興
係
長)

、

▼
建
設
課
副
課
長(

管
理
担
当)

＝
小
谷
昇
一(
同
課
主
幹
兼
管
理

係
長)

、
▼
同
課
副
課
長(

工
務
担

当)

＝
吉
本
正
二(
同
課
副
課

長)

、
▼
同
課
副
課
長(
地
籍
担

当)

＝
野
田
敏
廣(

税
務
課
副
課

長)

、
▼
清
川
保
育
所
長
＝
梶
本

文
子(

南
部
保
育
所
主
任
保
育
士)

●▼
住
民
環
境
課
主
幹
兼
児
童
福

祉
係
長
＝
木
村
周
平(

同
課
課
長

補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長)

、
▼
税

務
課
主
幹(

収
納
徴
収
担
当)

＝

三
尾
治(

教
育
学
習
課
主
幹
兼
社

会
教
育
係
長)

、
▼
上
下
水
道
課

主
幹
兼
下
水
道
工
務
係
長
＝
西

口
文
治(

産
業
課
主
幹
・
商
工
水

産
担
当)

●▼
建
設
課
課
長
補
佐
兼
住
宅
係

長
＝
稲
田
利
夫(

総
務
課
課
長
補

佐
兼
企
画
係
長)

、
▼
高
城
保
育

所
主
任
保
育
士
＝
中
川
美
恵
子

(

南
部
保
育
所
主
任
保
育
士)

●▼
総
務
課
財
政
係
長
＝
中
野
晴

弘(

建
設
課
住
宅
係
長)

、
▼
総
務

課
企
画
係
長
＝
小
西
利
博(

同
課

財
政
係
長)

、
▼
総
務
課
付
け
係

長
＝
新
谷
典
子(

住
民
環
境
課
環

境
保
全
係
長)

、
▼
住
民
環
境
課

環
境
保
全
係
長
＝
岩
﨑
道
則(

建

設
課
地
籍
調
査
係
長)

、
▼
清
川

保
育
所
主
任
保
育
士
＝
藤
井
昌

　「
新
し
い
気
持
ち
で
が
ん
ば
り
ま
す
！
」。
４
月
１
日(

火)

、
み
な
べ
町
役
場
、
町
内
の
小
中
学

校
、
幹
部
交
番
・
駐
在
所
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
頭 

高
瀬
幸
人(

清
川
小)

、

▼
教
諭 

稲
田
徹
也(

御
坊
小)

、

友
渕
博
文(

県
教
委
指
導
主
事)

、

▼
講
師 

三
木
敦
代
、
前
田
文
子
、

北
岡
志
保

( )

内
は
新
任
校

▼
教
頭 

尾
﨑
雅
彦(

中
津
小
校

長)

、
▼
教
諭 

阪
本
操(

上
南
部

小)

、仮
家
寿
美
代(

藤
田
小)

、里

匠(

藤
並
小)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
校
長 

釈
野
靖
仁(

上
南
部
小
・

充
て
指
導
主
事)

、
▼
教
諭 

高
田

富
士
子(

野
口
小)

、
▼
事
務
職

松
本
衣
里
子(

印
南
小)

、
▼
養
護

教
諭 

赤
松
孝
子(

上
南
部
中)

、

▼
講
師 

濵
﨑
孝
子

※
釈
野
さ
ん
は
、
学
校
指
導
主
事

と
し
て
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
町

教
育
委
員
会
に
在
籍
し
て
い
ま

し
た
。( )

内
は
新
任
校

▼
教
諭 

塩
﨑
豊
子(

藤
田
小)

、

▼
養
護
教
諭 

湯
川
久
仁
子(

切
目

小)

▼
校
長 

小
山
智
久

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
頭 

坂
口
正
弘(

藤
田
小)

、

▼
教
諭 

阪
本
操(

南
部
小)

、
谷

地
富
美(

咲
楽
小)

、
▼
講
師 

田

端
幸
子
、田
端
祥
子
、山
本
志
穂
、

▼
栄
養
士 

岩
本
明
奈

( )

内
は
新
任
校

▼
教
頭 

林
忠
雄(

印
南
小
校
長)

、

▼
教
諭 

寒
川
喜
代
子(

清
川
小)

、

林
竜
生(

白
崎
中)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
校
長 

直
川
豊(

名
田
小)

、
▼

教
諭 

脇
野
か
ほ
り(

清
川
小)

、

野
井
か
ず
よ(

同)

、
▼
主
事 

亀

井
香
、
▼
養
護
助
教
諭 

山
下
加

奈

( )

内
は
新
任
校

▼
校
長 

尾
﨑
秀
樹(

名
田
小)

、

▼
教
諭 

古
川
典
子(

上
洞
小)

、

▼
事
務
職 

安
宅
勇
一(

切
目
小)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
頭 

山
本
隆
史(

和
田
小)

、

▼
教
諭 

寒
川
喜
代
子(

上
南
部

小)

、
酒
井
優(

和
深
小)

、
▼
講

師 

芝
史
代

( )

内
は
新
任
校

▼
教
頭 

高
瀬
幸
人(

南
部
小)

、

▼
教
諭 

脇
野
か
ほ
り(

高
城
小)

、

野
井
か
ず
よ(

同)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
諭 

野
村
俊
樹(

湯
川
中)

、

佐
々
木
秀
幸(

清
川
中)

、
川
本

友
彦(

龍
神
中)

、
▼
養
護
教
諭

脇
田
彰
子(

稲
原
西
小)

、
▼
講
師

中
村
裕
亮

( )

内
は
新
任
校

▼
教
諭 

吉
田
尚
史(

日
高
中)

、

下
田
誠(

御
坊
中)

、
岡
典
子(

切

目
中)

、
大
木
尚
美(

上
南
部
中)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
諭 

川
口
武(

松
洋
中)

、
岡

本
和
広(

日
高
中)

、
大
木
尚
美

(

南
部
中)

、
▼
講
師 

中
本
和
志
、

金
川
幸
大
、
▼
主
事 

楠
本
真
弓
、

▼
養
護
助
教
諭 

大
西
ア
ス
ミ

( )

内
は
新
任
校

▼
教
諭 

假
谷
佐
代(

大
成
中)

、

宮
西
紀
行(

大
成
中)

、
塩
田
晃

士(

中
津
中)

、
▼
養
護
教
諭 

赤

松
孝
子(

岩
代
小)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
教
諭 

谷
本
良
子(

名
田
中)

( )

内
は
新
任
校

▼
教
諭 

上
山
恭
子(

丹
生
中)

、

▼
事
務
職 

雑
賀
亜
紀(

清
川
中)

■

( )

内
は
前
任
校

▼
校
長 

阪
本
太
市(

稲
原
小
教

頭)

、
▼
教
諭 

杉
谷
素
子(

河
南

中)

、
▼
事
務
職 

雑
賀
亜
紀(

高

城
中)

、
▼
講
師 

佐
々
木
寿
子
、

西
野
亜
紀
、
▼
主
事 

清
水
倫
代

( )

内
は
新
任
校

▼
校
長 

塩
﨑
善
彦(

湯
川
小)

、

▼
教
諭 

二
本
松
芳
彦(

三
舞
中
教

頭)
、佐
々
木
秀
幸(

南
部
中)

、關

俊
和(
印
南
中)

　
　
　
　
　
　
　
　 

〔
敬
称
略
〕

産
業
課
主
事
補

　
　  
吉
田
裕
紀(

20)

保
健
福
祉
課
主
事
補

     

小
池
勇
助(

18)

「福祉医療などの業務補助をして
います。早く一人でお客様の対応
ができるようになりたいです」

「農業委員会や農業者年金などの
業務補助をしています。早く仕事
を覚えて一人前になりたいです」

代(

同
保
育
所
保
育
士)

●▼
総
務
課
主
任
＝
柴
田

一
人(

保
健
福
祉
課
主

任)

、
▼
同
課
主
任
＝

井
出
高
明(

同
課
主
事

)

、▼
同
課
主
任
＝
武
市

梓(

検
査
室
主
事)

、
▼

建
設
課
主
任
＝
二
葉

雄
一(

住
民
環
境
課
主

任)

、
▼
同
課
主
任
＝

寺
本
拓
也(

同
課
主

事)

、
▼
検
査
室
主
任

＝
稲
田
久
里
子(

建
設

課
主
任)

、
▼
南
部
保

育
所
保
育
士
＝
林
勢

津
子(

高
城
保
育
所
保

育
士)

●▼
税
務
課
主
事
＝
中
早

良
太(

同
課
主
事
補)

、

▼
南
部
保
育
所
調
理
員

＝
井
口
ち
え
子(

上
南
部
保
育
所

調
理
員)

●▼
教
育
学
習
課
長
兼
中
央
公
民

館
長
＝
中
村
弘
美(

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長)

、
▼
図

書
館
長
兼
南
部
公
民
館
長
＝
松

根
伸(

教
育
学
習
課
長
兼
中
央
公

民
館
長)

●▼
教
育
学
習
課
主
幹(

清
川
公
民

館)

＝
樫
本
孝
美(

住
民
環
境
課

主
幹)

、
▼
教
育
学
習
課
主
幹(

図

書
館)

＝
片
家
富
子(

同
課
課
長

補
佐(

図
書
館))

●▼
教
育
学
習
課
係
長(

中
央
公
民

館)

＝
出
合
敬
悟(

同
課
係
長(

清

川
公
民
館))

▼
井
川
憲
行(

参
事
・
総
務
課
長)

、

▼
児
玉
文
一(

参
事
・
産
業
課
商
工

水
産
長)

、
▼
谷
栄
太
郎(

住
民
環

境
課
主
任)

、
▼
栗
山
友
味(

総
務

課
主
任)

、
▼
谷
口
由
香(

同
課
主

事
補)

、
▼
植
村
紀
美
子(

上
南
部

保
育
所
長)

、
▼
小
松
節
子(

南
部

保
育
所
調
理
員)

、
▼
谷
本
む
つ

み(

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員)

所長
 南　保さん 中田 実さん

いのうち まこと

 井内 慎さん
交番相談員
 青木信也さん

 西山好高さん

 宮本 裕さん

　
町
内
の
交
番
と
駐
在
所
に
、
左
の
皆
さ
ん
が
新
し
く

着
任
さ
れ
ま
し
た
。(

み
な
べ
幹
部
交
番
の
中
田
さ
ん
は

清
川
駐
在
所
か
ら
の
異
動
で
す
。
ま
た
、
交
番
相
談
員

の
青
木
さ
ん
は
西
本
庄
駐
在
所
勤
務
を
最
後
に
退
職
さ

れ
た
後
、
着
任
さ
れ
ま
し
た)

　
皆
さ
ん
、
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
る
、
頼
り
に

な
る
ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
。

　
な
お
、
緊
急
の
用
が
あ
る
が
交
番
や
駐
在
所
が
不
在

と
い
う
場
合
は
、
田
辺
警
察
署(

℡
23-

０
１
１
０)

へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

(℡72-2029)
(℡76-2025)

(℡74-2110)
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　4 月 2 日(水)、ＪＲ南部駅舎内に移転した町青少年センターの開所式が
行われ、町補導委員の皆さんや東山均田辺警察署長、貴志公彦ＪＲ田辺
駅長など約4 0 人が出席しました。式では、山田五良町長が「町の玄関
口に子どもたちを守り育てる活動拠点ができうれしい。センター開設の
ために協力してくれたＪＲ西日本と田辺警察署にも感謝します」とあい
さつしました。その後、東山署長、貴志駅長、山田町長、荒堀清隆町教
育長、河邊信吉補導委員連絡協議会長、鎌塚孝也センター長により看板
の除幕が行われました。

「私たちの新しい事務室
です。お気軽にお立ち寄
りください」と青少年セ
ンター職員の皆さん

▲

除幕した看板を囲んで

　3 月21 日(金)、第4 回みなべ学講座「備長炭と今と昔」
(町教委主催)が紀州備長炭振興館(清川)でありました。
参加した約2 0 人は、講師の県認定紀州備長炭指導製炭
士 勝股文夫さん(清川)や備長炭製炭者組合長 原正昭
さん(同)らの製炭の歴史や苦労話、備長炭と山への思い
を込めた話に聴き入っていました。また、4 月3 日(水)に
は、原さんの炭窯で窯出し体験会もあり16 人が参加。終
了後、ふるまわれた茶がゆや備長炭で焼いたメザシの
おいしさに参加者の顔もほころんでいました。

　3 月23 日(日)、片町の老人クラブ「和光ク
ラブ」が地元の本多内科院長 本多康之さん
を講師に迎え、「古くて新しい病気 結核」を
聴きました。約3 0 人の参加者は本多さんの
アフガニスタンへ派遣されて結核治療に携
わったときの体験談や、「結核は薬を規則正
しく飲み続ければ完治する病気だが、自分
勝手に怠ると薬が効かなくなって治療が難
しくなる」という話に聴き入っていました。

　4 月9 日(水)、南部小学校で入学式が行われ新1
年生6 1 人が入学しました。新1 年生たちは体育
館での在校生や保護者らに見守られての式の後、
新校舎2 階の教室へ入りました。担任の先生から
教室の前にあるトイレの説明を聞き、さっそく
体験。人が入ると自動的に灯りが点灯するトイ
レに「ほんまや～」と歓声があがっていました。
こうして新校舎ができてから初めてとなる新 1
年生たちの小学校生活がスタートしました。 「玄関へ入ったら靴はすぐここへ入れてね」「ハ～イ」

　4 月 5 日(土)、新町区の子どもから高齢者まで
約50 人が参加して南部小学校新校舎で防災訓練
を行いました。この訓練は、災害発生時、南部
小学校が同区の避難施設になっていることか
ら、区と区自主防災会、婦人防火クラブが合同
で行ったものです。田端正幸・同校校長の案内
で新校舎内を見学した後、役場職員から同校の
免震構造などの説明を聞き、「新校舎ができて、
もし災害が起こったときは安心して避難でき
る」などと話していました。

　4 月から、うめ21 研究センター(東本庄)の平成20 年
度研修生として、井出永くん(谷口)が 1 年間がんばりま
す。井出くんは3 月に南部高校を卒業したばかり。高校
時代は軟式野球部のキャッチャーとして県大会や近畿大
会での優勝に貢献しました。井出くんは「これから1 年
間、一生懸命梅のことを学びます。特に剪定の技術を身
につけたい。そして、身につけた技術を家でも生かして
父の助けになりたい」と話しています。なお、井出くん
は同センターの8 人目の研修生です。

　春の全国交通安全運動最終日の4 月15 日(火)、町
交通指導員や田辺警察署員、南部高校教諭らが参
加して、ＪＲ南部駅前で交通マナー向上のための
街頭指導を行いました。参加者は自転車で帰宅途
中の高校生に自転車の車輪に取り付ける反射材を
配って安全運転を呼びかけました。また、駅前を
歩いていた人たちを呼び止めて、「事故に遭わな
いためには、まず目立って自分の存在を知っても
らうことが大事」と靴に貼り付ける反射材やたす
き型の反射材を手渡しました。

「ピカッと目立って事故に遭わないように」。高校生の
自転車に反射材を取り付ける町交通指導員さんら

おわびと訂正
　広報4月号でお知らせしたセ
　ンター職員、「宮埼多美子さ
　ん(芝)」を「宮﨑多美子さん
　(東吉田)」に訂正します。
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●菜種晴れ(山本一力)●みにく
いあひる(谷村志穂)●母に歌う子
守唄その後(落合恵子)●戦場から
生きのびて(I･ﾍ゙ ｱ)●物語が生きる
力を育てる(脇明子)●兄弟は他人
の始まり(真島久美子)●なげださ
ない(鎌田實)●花粉症を軽くす
る暮らし方(赤城智美・吉村史郎)
●まるごとル・クルーゼ(枝元
なほみ)●中国名文選(興膳宏)

　ベジタリアンの両親と暮ら
すジョージは、おばあちゃん
から贈られたブタにフレディ
と名をつけて可愛がっていた
が、ある日、そのフレディが
姿を消します。フレディが迷
い込んだ隣には物理学者が住
んでいて…。とてもわかりや
すい宇宙への手引書。車椅子
の物理学者ホーキングと娘の
初めての共著で、欧米でも大
反響を呼んでいます。

上南部分館・大人向け
●カミングアウトレターズ
(RYOJI＋砂川秀樹編)●何でも
みてやろう(小田実)●夜露死
苦現代詩(都築響一)

　次々と新しいチャレンジを
続けて、人気の高い18代中村
勘三郎が、襲名までの勘九郎
時代を、誕生から少年時代､プ
ロポーズの顛末など、日付入
りで赤裸々に書いています。
ディズニーランド大好きだっ
たり、鶴瓶さんと親しかった
り。中でもニューヨーク公演
大成功への道のりは感動的！

ゆめよみ館・大人向け

上南部分館・子ども向け
●おばあちゃんのちょうちょ
(G･ﾎﾟﾀｰ)●屋上のとんがり帽
子(折原恵)●こんどまたもの
がたり(D･ﾋﾞｾｯﾄ)

　「ぬか床110番」を行ってい
る、ぬか床店の店主がぬか床
の作り方や毎日の手入れなど
を解説します。昔から私たち
の食卓を飾ってきたぬか漬け
は、美味しさだけでなく発酵
食、健康食として見直されて
います。あなたも家庭の味を
育ててみませんか？

ぬ
か
床
づ
く
り

下
田
敏
子(

家
の
光
協
会)

ゆめよみ館・子ども向け
●氷石(久保田香里)●医学のた
まご(海堂尊)●世界の保存食●
ねえ(さとうあきら)●世界の
不思議な植物(湯浅浩史)●い
ちくん にいくん さんちゃん
(やまわきゆりこ)●かえるを
のんだ ととさん(斎藤隆夫)●
和の行事えほん(高野紀子)●
草原の少女プージェ(関野吉
晴)

(生涯学習センター内)

 3日(土) 休館(憲法記念日)
 4日(日) 休館(みどりの日)
 5 日(月) こどもの日特別開館
　畑﨑龍定さんの童話とえばな
　し(10:30～)
 6日(火) 休館(振替休日)
 8日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
10日(土) おはなし会(14:00 ～)
12日(月) 休館
17日(土) おはなし会(14:00 ～)
18日(日) おはなしの森(10:30～・
　14:00～)
19日(月) 休館
22日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
24日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
26日(月) 休館
30 日(金) 休館(月末整理日)
31日(土) おはなし会(14:00 ～)
6月2日(月)～13日(金) 蔵書点検の
　ため休館します。ご迷惑をお
　かけしますがよろしくお願い
　します。

勘
九
郎
日
記「
か
」の
字

中
村
勘
九
郎(

集
英
社
文
庫)

4 月に101 歳で亡くなった石井桃子さん。この方
がいなかったら、今の日本の児童文学・絵本はど
うなっていたでしょう。翻訳、創作、編集、批評
と幅広い分野で、子どもの成長にとって本当に大
切なものを送り続けてくれた石井桃子さんが手が
けた本を展示します。

宇
宙
へ
の
秘
密
の
鍵

Ｌ
＆
Ｓ
・
ホ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　(

岩
崎
書
店)

生命を育んでくれる森は地球のたからものです。
新緑の季節、「森」に関する本を紹介します。

　4月23 日(水)、みな
べ町立図書館が2008
年度子どもの読書活
動優秀実践図書館と
して文部科学大臣表
彰を受賞しました。
　これは、大勢のボ
ランティアさんに支
えられ協力していただきながら、ゆめよみ館で毎土曜
日におはなし会を開いたり、上南部分館で毎月1 回お
はなしの会を開いたり、また、読書講演会を開いたり
と、子どもたちに本に親しんでもらうため様々な活動
を続けてきたことなどが賞されたものです。

ゆめよみ館のおはなし会で
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５月12 日(月)

５月13 日(火)

５月14 日(水)

５月18 日(日)

高 城 公 民 館 前

清 川 球 場 駐 車 場

須賀橋上流河川敷

晩 稲 広 場 駐 車 場

共 和 球 場 駐 車 場

岩代集出荷場駐車場

堺 漁 港 駐 車 場

役場第１庁舎駐車場

 8:30～10:30

 8:30～10:30

 8:00～10:00

 8:00～ 9:30

13:00～14:30

 8:00～ 9:30

13:00～14:30

 8:00～10:30

５月15 日(木)

５月16 日(金)

拠 点 回 収 日 時 拠 点 回 収 場 所 　
も
う
使
え
な
い
、
こ
た
つ
や

扇
風
機
、
自
転
車
、
机
…
、
今
年

も
粗
大
ご
み(

処
理
困
難

物)

と
、
使
わ
な
く
な
っ

た
農
機
具
類
の
有
料
拠

点
回
収
を
、
上
表
の
通
り

町
内
各
地
で
行
い
ま
す

(

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製
品

も
引
き
取
り
ま
す)

。

　
ぜ
ひ
都
合
の
い
い
日

時
、場
所
で
拠
点
回
収
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
や
農
機
具

の
種
類
や
料
金
は
、
こ
の

広
報
紙
と
一
緒
に
お
届

け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
回
収
は
小
雨
決
行
で
す
が
、

大
雨
な
ど
荒
天
の
と
き
は
中
止

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
町
内
一
斉
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
は
、
５
月
23
日(

金)

午
後
５

時
か
ら
26
日(
月)
午
前
９
時
ま

で
、
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
油

回
収
を
町
内
各
地
で
行
い
ま
す
。

(

植
物
油
の
み
。
ラ
ー
ド
な
ど
動

物
油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん)

　
回
収
し
た
廃
食
油
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
法

人
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

今
回
も
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
収
場
所
な
ど
く
わ
し
く
は

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け

し
た
チ
ラ
シ(

家
庭
粗
大
ご
み

＆
農
機
具
類
拠
点
回
収
の
裏

面)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
回(

昨
年
11
月
実

施)

の
回
収
総
量
は
、
約
１
７
０

０
リ
ッ
ト
ル(

20
リ
ッ
ト
ル
入

り
ポ
リ
タ
ン
ク
で
約
85
缶)

で

し
た
。

　
５
月
１
日(

木)

か
ら
、
住
民
環

境
課
窓
口
で
は
、
町
民
の
皆
様

の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め

に
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
な

ど
の
請
求
時
に
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な

書
類
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

請
求
時
に
は
ご
持
参
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

　
写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

②
官
公
署
発
行
の
、
顔
写
真
付

　
の
身
分
証
明
書
・
許
可
証

※
①
、
②
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
次
の
よ
う
な
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年

金
証
書
、
学
生
証
な
ど

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

窓
口
係
へ
。



　
日
曜
・
祝
日
の
救
急
患
者
の

診
療
を
行
っ
て
い
る
田
辺
広
域

休
日
急
患
診
療
所
が
、
新
た
に

５
月
24
日
・
土
曜
日
夜
間
か
ら

「
土
曜
日
夜
間
・
小
児
救
急
診

療
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
本
来
入
院
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
救
急
患
者
を
診
療
す
る
べ

き
病
院
へ
、
土
曜
日
夜
間
に
来

院
す
る
小
児
患
者
が
急
増
し
て

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
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病
院
勤
務
医
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
田
辺
地
方

の
医
師
会
、
開
業
医
・
病
院
の

小
児
科
医
師
、
県
薬
剤
師
会
田

辺
支
部
、
各
町
村
等
関
係
者
の

協
力
を
得
て
行
う
も
の
で
す
。

●
５
月
24
日
以
降
、
毎
土
曜
日

(
祝
日
除
く)

●
受
付
時
間
　
午
後
６
時
〜
９

時
30
分

●
診
療
場
所
　
田
辺
広
域
休
日

急
患
診
療
所(

田
辺
市

湊
１
６
１
９-

８
、
田

辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

内
、
℡
26-

４
９
０
９)

※
同
所
の
従
来
か
ら
の

受
付
時
間
、
診
療
科
目

は
次
の
通
り
で
す
。

▼
受
付
時
間
　
日
曜
・

祝
日
の
午
前
９
時
〜
11

時
30
分
・
午
後
１
時
〜

４
時

▼
診
療
科
目
　
内
科
・

小
児
科
・
歯
科

　町は3 月中に国民健康保
健加入世帯へ保険証をお届
けしました。その折、小さ

　
平
成
17
年
５
月
、
厚
生
労
働

省
は
児
童
に
対
す
る
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
重
い
神
経

症
状
と
の
因
果
関
係
を

認
定
し
、
同
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
積
極
的
な
勧
奨

を
差
し
控
え
る
よ
う
市

町
村
へ
勧
告
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
町
は
17

年
６
月
か
ら
の
接
種
を

中
止
し
て
い
ま
す
。

　
同
ワ
ク
チ
ン
は
現
在

も
ま
だ
絶
対
に
神
経
症

状
を
引
き
起
こ
さ
な
い

と
い
え
る
も
の
が
開
発

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
町
は
今
年
度
も
同
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
接
種
し
た
い
と
い
う

方
は
、
５
月
16
日(

金)

ま
で
に
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー(

ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
、
℡
74-

３
３
３
７) 

へ

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
接
種

が
で
き
ま
す
。

　
同
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
３

歳
〜
７
歳
６
か
月
未
満
と
９
歳

〜
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
対

象
で
、
費
用
は
無
料
で
す
。

　
た
だ
し
、
も
し
接
種
が
再
開

さ
れ
た
と
き
に
、
７
歳
６
か
月

と
13
歳
を
超
え
て
い
る
お
子
さ

ん
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

(

中
止
に
よ
る
対
象
年
齢
延
長

の
救
済
措
置
は
今
の
と
こ
ろ
予

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん)

夜、子どもが急病に…。
すぐ病院へ？朝まで様子見る？
迷ったら、電話してください！

専門の看護師(必要に応じて医師)が
相談に応じてくれます

携 帯 電 話
プッシュ回線

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

なパンフレットの「国保のしおり」を同封し
ましたが、その内容の一部に訂正がありまし
たので、おわびしてお知らせします。

現金などで払ってもらえるもののうち
・訪問看護療養費
あとで払い戻されるもの(療養費の支給)のうち
・骨折、ねんざなどのときの柔道整復師の施
　術料
・医師が認めたあんま、はり、灸、マッサー
　ジ代

費用額の一部を支払って受けられる施術等
・柔道整復師の施術(費用額の一部を自己負担
　　して施術を受けることができます) 　
・あんま師、マッサージ師、はり師、灸師の
　施術( 医師の同意を得て、被保険者に発生
　　した受給権を施術師に委任することによ
　　り、費用額の一部を自己負担する形で施
　　術を受けることができます)
・訪問看護療養費(医師の指示により費用の一
　　部を自己負担して訪問看護ステーション
　　などを利用できます)
※くわしくは、保健福祉課、または県国民健
　康保険団体連合会事業課(℡073-427-4672)
　へお問い合わせください。



に
応
じ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
開
催
日
は
５
月
、

７
月
、
９
月
、
11
月
、
１
月
、
３

月
の
各
第
２
金
曜
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
随
時
、

広
報
紙
、
町
内
一
斉
放
送
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
は
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
５
月
９
日(

金)

午
後
１
時
〜
４
時

▼
開
催
場
所
　
役
場
第
１
庁
舎

　「
目
に
青
葉
」、
森
林
や
山
の

緑
は
私
た
ち
に
限
り
な
い
恵
み

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
人
類
共
通
の
こ
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
を
守
り
育
て
、
み

ど
り
豊
か
で
活
力
と
潤
い
の
あ
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（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
２
か
月
に
１
回
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

消
費
者

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
相
談

員(

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相

談
員)

の
協
力
を
得
て
、
消
費
生

活
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
員
さ
ん
が
、
▽
訪
問
販

売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
、
▽

商
品
の
苦
情
、
▽
生
活
の
知
識
、

▽
多
重
債
務
問
題
な
ど
の
相
談

　
日
本
下
水
道
協
会
県
支
部
が

行
う
平
成
20
年
度
県
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
資

格
認
定
試
験
の
受
験
申
込
書
を

次
の
通
り
配
布
・
受
付
し
ま
す
。

(

試
験
は
８
月
10
日(

日)

、
和
歌

山
駅
前
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
。
８
月

３
日(

日)

、
同
所
で
希
望
者
対
象

に
受
験
講
習
が
あ
り
ま
す)

●
配
布
・
受
付
場
所
は
、
い
ず

れ
も
上
下
水
道
課(

役
場
第
１

庁
舎
隣
、
み
な
べ
浄
化
セ
ン

タ
ー
内)

で
す
。

●
配
布
期
間
は
６
月
23
日(

月)

〜
27
日(

金)

、
受
付
期
間
は
６
月

30
日(

月)

〜
７
月
４
日(

金)

で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
上
下
水
道
課
・

下
水
道
係
へ
。

　
平
成
20
年
第
２
回
議
会
定
例

会(
５
月
議
会)

が
５
月
14
日

(

水)

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す(

予

定)

。
　
町
議
会
で
は
、
町
民
の
暮
ら

し
に
直
結
し
た
予
算
や
条
例
な

ど
の
審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う

事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が

質
問
す
る
「
一
般
質
問
」
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

共
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、

県
民
総
参
加
の
緑
化
運
動
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
も
「
緑
の

募
金
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
募
金
は
、
各
地
域
や
学
校
な

ど
の
緑
化
の
推
進
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
森
林

の
整
備
や
、（
社
）
国
土
緑
化
推

進
機
構
を
通
じ
て
国
際
協
力
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
は
、
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
各
家
庭
に
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
産
業
課
へ
。



駐
在
所(

℡
76-

２
０
２
５)

へ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
部
屋
へ
の
出
入
り
の
際
、
周

囲
を
異
常
に
気
に
し
て
い
る

▽
単
身
の
は
ず
が
数
人
の
者
が

出
入
り
し
て
い
る

▽
空
き
家
、
空
き
室
か
ら
音
や

灯
り
が
漏
れ
て
い
る
…
な
ど

　
来
年(

２
０
０
９
年)

１
月
か

ら
、
上
場
会
社
の
株
券
が
電
子

化
さ
れ
ま
す
。

　
電
子
化
に
よ
り
、
上
場
会
社

の
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主

の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管

理
さ
れ
ま
す
。

　
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義

に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電

子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権

利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施
前

ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
日
本
証
券
業

協
会 

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進

セ
ン
タ
ー(

℡
０
３-

３
６
６

７-

４
５
０
０)

へ
。
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県
が
、
６
月
５
日(

木)

と
７
月

10
日(
木)
を
調
査
日
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
所
管
の
も
と
国
民
生

活
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
地
区
内
の
す

べ
て
の
世
帯
と
世
帯
員
が
対
象

で
す
。
世
帯
員
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
な
ど
の
状
況
調
査

を
目
的
と
し
て
お
り
、
調
査
結

果
は
厚
生
労
働
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
み
な
べ
町
内
の
対
象
は
、
晩

稲
区
の
大
谷
地
区
、
冷
谷
地
区

の
約
50
世
帯
で
す
。
調
査
員
が

各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
し
た
内
容
を
外

部
に
漏
ら
し
た
り
、
税
金
の
資

料
な
ど
目
的
外
に
使
う
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
総
務
課
へ
。

　
５
月
19
日(

月)

〜
25
日(

日)

は

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
に
努

力
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
声

を
行
政
や
運
営
の
改
善
に
役
立

て
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
声

を
き
く
行
政
相
談
委
員
は
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
石

橋
光
生
さ
ん(

東
岩
代)

と
西
川

亮
輔
さ
ん(

西
本
庄)

で
す
。

　
６
月
１
日(
日)
は
、
人
権
に
か

か
わ
る
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

　
町
の
頼
り
に
な
る
人
権
擁
護

委
員
は
、
生
駒
武
敏
さ
ん(
埴

田)

、
原
田
武
俊
さ
ん(

山
内)
、

坂
本
さ
わ
ゑ
さ
ん(

東
本
庄)

、

大
前
浩
一
さ
ん(

高
野)

、
大
野

耕
一
さ
ん(

清
川)

で
す
。

　
な
お
、
６
月
１
日(

日)

〜
７
日

(

土)

、
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権

相
談
室
が
電
話
相
談(

℡
０
５

７
０-

０
８
９-

７
８
３)

を
開

設
し
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。(

時
間
は
朝
８
時
30

分
〜
夜
７
時
。
土
・
日
の
み
朝

10
時
〜
夕
５
時)

　

　
町
は
、
毎
月
１
回(

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分)

、
役
場
第
１

庁
舎
と
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー(

隔

月
交
代)

で
、
行
政
・
人
権
相
談

の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
５
月
は
８
日(

木)

、
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
で
、
６
月
は
２
日(

月)

、

役
場
第
１
庁
舎
と
清
川
公
民
館

で
設
け
ま
す(

５
月
は
登
記
相

談
も
同
時
に
行
い
ま
す)

の
で
、

遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
県
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

会
が
、
５
月
24
日(

土)

か
ら
26
日

(

月)

ま
で
、「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」(

℡
０
１
２
０-

０
０

７-

１
１
０
、
ま
た
は
℡
０
７

３-
４
２
５-

２
７
０
４)

を
開

設
し
ま
す(

時
間
は
朝
10
時
〜

夕
方
５
時
。
26
日(

月)

の
み
朝
９

時
〜
夜
７
時)
。

　
専
門
委
員
が
、
い
じ
め
、
体

罰
、
不
登
校
、
虐
待
な
ど
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
開
設
日
以
外
の
日
も

同
じ
電
話
番
号
で
相
談
を
受
け

て
い
ま
す(

土
日
・
祝
日
除
く)

。

　
我
が
国
で
の
過
去
４
回
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
時
に
多
数
の
テ

ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を
実
行
し
て

き
た
過
激
派
。
７
月
に
北
海
道

洞
爺
湖
地
域
で
開
催
さ
れ
る
サ

ミ
ッ
ト
で
も
、
関
連
施
設
な
ど

に
対
す
る
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
激
派
―
非
公
然
活
動
家
は
、

一
般
市
民
を
装
い
、
爆
発
物
の

製
造
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
違
法
行

為
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
は
、
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事

件
の
未
然
防
止
の
た
め
に
、
非

公
然
活
動
家
の
発
見
、
非
公
然

ア
ジ
ト
の
摘
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
身
の
回

り
で
次
の
よ
う
な
「
お
か
し
い

な
」
と
感
じ
る
人
物
や
行
為
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
情
報

で
も
結
構
で
す
の
で
、
田
辺
警

察
署(

℡
23-

０
１
１
０)

、
ま

た
は
、
み
な
べ
幹
部
交
番(

℡

72-
２
０
２
９)

、
西
本
庄
駐
在

所(
℡
74-

２
１
１
０)

、
清
川



　ふれ愛センターでは、ノルディック・フィットネス・ウォー
キングのポールを貸し出しています。
　スキーのストックのようなポールを持って
歩くこのウォーキング方法は、ただ歩くより
も格段に運動量が多く、体脂肪を減らす効果
抜群です。(30 分で約200 キロカロリー消費。普通
の歩行では約80 キロカロリー消費)
　貸出数は10 組です(無料)。申し込みはふれ
愛センター・保健師へ。使用方法や貸出期間などは申込受付
時に説明します。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

13:00～13:305 月13 日(火)

13:00～13:305 月16 日(金)

４ か 月 児 健 診
(平成20年1月生まれ)
１ ０ か 月 児 健 診
(平成19年6/1～7/19生まれ)

　～ふれ愛センター～

　5月1日(木)・15日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
5月2日(金)・9日(金)・16日(金)・23日(金)・30日(金)

18:00～21:00

　　恐れ入ります
が、献血カードか、本人であることを証明できるもの
(運転免許証など)をご持参ください。

9:00 ～10:30 みなべいなみ農協本所前→
11:30 ～13:00 Ｖショップ南部川店様前→
14:30 ～16:00 ふれ愛センター前

13:00～13:305 月21 日(水)２歳６か月児歯科健診
(平成17 年10 月・11 月生まれ)

13:00～13:305 月28 日(水)３歳６か月児健診
(平成16 年10 月・11 月生まれ)

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

5 月30 日(金) 13:00～13:30ポ　リ　オ(第１回目)

対象　平成19年7月～20年2月生まれのお子さん

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送り
ます。(７歳半までで未接種のお子さんも接種し
てください)

●

6 月6 日(金) 13:00～13:30
対象　平成19年2月～19年6月生まれのお子さん

ポ　リ　オ(第２回目)

ポリオの接種回数は２回です。※

三種混合(ジフテリア・破傷風・百日咳)予防接種
は５月末までです。対象のお子さんは医療機関
での接種をお忘れなく(対象児には個人通知済み
です)。

南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)
上南部保育所(℡74-3022)

15 日(木)10:00～ 11:00
15 日(木)10:00～ 11:00
15 日(木)10:00～ 11:00
22 日(木)10:00～ 11:00

(上保・清保は雨天中止)

　5月31日(土)は世界禁煙デーです。
　たばこをやめたいのに、やめられないという皆さん、
なんといっても禁煙は始める動機が肝心です。漠然と始
めても失敗するだけ。たばこの害を再認識して、きっぱ
り禁煙を始めましょう！
■
　たばこの煙の中には約4,000種類もの化学物質が含ま
れ、あらゆる病気を引き起こすもとになります。非喫煙
者を１としたときの「喫煙者の病気になりやすさ(男性の
場合)」は次の通りです。
　●喉頭がん 約32.5倍 ●肺がん 約4.5倍(1日50本以
　上の人は15.3倍) ●その他のがん 約2～4倍
　●胃・十二指腸潰瘍の死亡率 約2倍
　●心筋梗塞も起こりやすい…

　両講座とも体験した皆さんから「体調が良くなった」
「少しやせたかな」と好評をいただいています。未体験の
方もぜひ、動きやすい格好でお気軽にご参加ください。(上
靴、タオル、お茶等は各自ご持参ください。汗を多量にか
きますので、お茶は絶対お忘れなく！)　前もって申し込
みはいりません。なお、受付時に体組成測定を行います。

　町は4月初め、ミニドックの案内状兼申込書を対象の
世帯へお届けしました。受診したいのに、申込書をまだ

(御坊市在住 インストラクター)

送っていないという方はすぐ、ふれ愛センターへ返送してくだ
さい。また、申込書は各種調査も兼ねていますので、受診希望
の有無にかかわらず返送をお願いします。

(白浜町在住 ペアーレ講師)
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■■■■■
●８日(木)13:30～15:30
●ふれ愛センターで
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
◆登記相談(和歌山地方法務局
　田辺支局員)
■■■■■
●２日(月)13:30～15:30
●役場第1庁舎・清川公民館で
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 22 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

無 料
秘密厳守( )

◆ 3日(土)・10日(土)・11日(日)→
　8:30～16:00、相談窓口開設。
◆平日→19:00まで相談窓口の
　受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■南部幼、幼稚園まつり
■人権・行政・登記相談(13:30～・
ふれ愛センター）

■高城保、園外保育(高城中へ)
■ひかり保、遠足(小目津公園)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ひまわり(10:00～・愛之園保)
■岩代小、給食試食会(1年の保
護者)
■高城小、交通安全教室(10:30
～)
■南部中、交通安全教室

■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・愛之園
保)
■２歳６か月児歯科健診(H17年
10月・11月生まれ)(13:00～･ふ
れ愛センター)
■南部郷連合ＰＴＡ総会(17:30
～)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:30～10:30・清川球場
駐車場)
■ (9:00～10:30みなべいな
み農協本所/11:30 ～13:00 Ｖ
ショップ南部川店様前/14:30～
16:00ふれ愛センター前)
■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00～･役場第１庁舎)
■清川保・愛之園保、避難訓練
■４か月児健診(H20 年1月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)
■上南部中3年、修学旅行(～16
日)

■南部小、スポーツテスト
■おひさま広場(保育所開放)、
お外で自由遊び(10:00～/上南
部保)
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ちくちく(10:00～・愛之園保)
■県による巡回職業相談(13:30
～・南部公民館)(県組織改編に
より、これまでの「ハローワーク
田辺巡回相談」から変更されま
した)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～9:30・岩代集出
荷場駐車場／13:00～14:30・堺
漁港駐車場)
■南部保、絵本の読み聞かせ
■清川保、園外保育(小目津公
園)
■高城小、避難訓練(地震想定)
■１０か月児健診(H19年6月1日
～7月19日生まれ)(13:00～･ふ
れ愛センター)
■清川中、PTA役員会(19:30～)

■南部幼、避難訓練(地震)
■ひかり保、絵本読み聞かせ
■南部小、春の遠足
■とっておきの会(13:30～・ふれ
愛センター)

■こひつじランド第1回育児講
座「親子ピクニック①小目津公
園」
■田辺広域休日急患診療所(℡
26-4909)土曜日夜間・小児救急
診療(18:00～21:30)開始

■みなべ町少年野球連盟杯(共
和球場)
■愛之園保、保護者会

■ゆめよみ館特別開館日
・

(10:30～)

５月は
◆緑の募金(1月15日～5月31日)
◆みどりの月間(4月15日～5月
14日)
◆子どもの読書週間(4月23日～
5月12日)
◆消費者月間

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～10:30・役場第
1庁舎駐車場)
■南部幼、古紙等回収(収集場
所 JAみなべいなみ選果場)(く
わしくは南部幼稚園℡72-2358
へ)
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)
■ゆめよみ館「おはなしの森」
(10:30～／14:00～)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:30～10:30・高城公
民館前)
■白梅幼、休園
■高城小、スポーツテスト

■町議会・5月議会開会(予定)
■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～10:00・須賀橋
上流河川敷)
■南部保、ミニミニ遠足(若草公
園)
■上南部保、園外保育(東本庄公
園)
■南部中3年、修学旅行(～16日)
■南部中2年、職場体験(～15日)
■こひつじランド星の子広場
(０～１歳)(10:00～･愛之園保)
／マタニティサロン(午後･愛之
園保)
■いきいき講座・ステップ＆エ
アロビクス(19:00～･ふれ愛セ
ンター)

■家庭粗大ごみ＆農機具類有料
拠点回収(8:00～9:30・晩稲広場
駐車場／13:00～14:30・共和球
場駐車場)
■南部小・岩代小6年、修学旅行
■おひさま広場(保育所開放)、
お外で自由遊び(10:00～/南部
保・高城保・清川保)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■第4期介護予防おたっしゃ運
動教室「我ら梅の里 寝込まん
ず」開講(13:30～・片町はあと
館)(以降、7月31日まで毎週木
曜日開催)

■みなべ子ども投げ釣り大会
(夜明け～10:00ごろ・南部海岸
一帯)
■第30回鹿島クラブ杯中学校
ソフトテニス大会(記念大会)
(8:30～・運動広場テニスコー
トほか)

■愛之園保、園外保育
■いきいき講座・健康に美し
く！健美操(19:00～･ふれ愛セ
ンター)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･ふれ愛セン
ター)
■南部小、交通安全教室
■３歳６か月児健診(H16年10
月・11月生まれ)(13:00～･ふれ
愛センター) ■田辺広域休日急患診療所(℡

26-4909)土曜日夜間・小児救急
診療(18:00～21:30)

■南部保、避難訓練
■こひつじランド星の子広場(１
～５歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■清川小、スポーツテスト

■ポリオ(1回目)予防接種(H19
年7月～H20年2月生まれのお子
さん)(13:00～･ふれ愛センター)

(紀州梅の会
主催)
■ポリオ(2回目)予防接種(H19
年2月～H19年6月生まれのお子
さん)(13:00～･ふれ愛センター)

■とっておきの会(13:30～・ふれ
愛センター)
■南部保・愛之園保・ひかり保・
南部幼、各園でいい歯のつどい　水道料金(3・4月分)/

公共下水道使用料(3・4月分)/
農業集落排水使用料(4・5 月
分)の各窓口納付

　水道料金(3・4月分)/
公共下水道使用料(3・4月分)/
農業集落排水使用料(4・5 月
分)の各口座振替

◆看護の日

◆製品安全点検日

◆原子力エネルギー安全月間
◆不正大麻・けし撲滅運動(1日
～6月30日)
◆憲法週間(1日～7日)
◆児童福祉週間(5日～11日)
◆看護週間(11日～17日)

◆世界禁煙デー

◆国際生物多様性の日

■上南部保・高城保・清川保、こ
どもの日の会
■上南部小、遠足
■清川小、授業参観・PTA総会

■高城保・清川保、県警ひまわ
り班の交通安全教室
■岩代小、春の交通安全教室
(紀南自動車学校で)
■上南部小、県警ひまわり班
の交通安全教室

■白梅幼、親子遠足(アドベン
チャーワールド)
■上南部中、古紙・布地等回収
(上南部中学校区内で朝7時か
ら回収します。見やすい所に出
しておいてください。くわしく
は同校℡74-2044へ)

■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい＆よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)
■消費生活相談会(13:00～16:
00・役場第1庁舎)(くわしくは
13ページをご覧ください)
■南部中生徒会ボランティア
(南部海岸清掃)

■上南部保・高城保、避難訓練
(地震想定)
■愛之園保、おじいちゃん・お
ばあちゃんとのお掃除大作戦
(eco孫爺)
■南部幼、遠足(小目津公園)
■岩代小、スポーツテスト
■廃食油回収(17:00～5月26日
9:00・町内各回収場所)(くわし
くは広報紙と一緒にお届けした
チラシをご覧ください)

■南部幼、参観日・PTA総会

■高城中3年、修学旅行(～31日) ■田辺広域休日急患診療所(℡
26-4909)土曜日夜間・小児救急
診療(18:00～21:30)

◆人権擁護委員の日

■人権・行政相談(13:30～・役
場第1庁舎＆清川公民館）

申し込み、問い合わせは
　地域包括支援センター(℡74-8065)へお気軽に！

◆情報通信月間(15日～6月15日)
◆春の行政相談週間(19日～25日)
◆全国ごみ不法投棄監視ウィー
ク(30日～6月5日)
◆禁煙週間(31日～6月6日)

5月15日から7月31日まで毎週木曜日(13:30～)、
片町はあと館で、中高年の方にあった運動教室
を開きます。(対象は65 歳以上の方)

5月5日、NHK教育テレビ(12ﾁｬ
ﾝﾈﾙ)で、清川の備長炭製炭士、
原幸男さん・正昭さん親子が
登場する「炭の不思議 紀州・
出会い旅」が放送されます(放
送時間は11:30～11:55、再放
送は21:10～21:55)。

■みなべ町少年野球連盟杯(共
和球場)

■南部幼、県警ひまわり
　6月2日～6月13日、町立図
書館・ゆめよみ館は蔵書点検
のため休館します。ご了承く
ださい。

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

班の交通安全教室
■ハハ歯教室(上南部保・高城
保・清川保・白梅幼の年長児参
加)(13:00～･ふれ愛センター)
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/ 広報みなべは再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

３月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

３月中の異動

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111/129(86.0%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
213/260(82.0%)
107/129(82.9%)
37/ 77(48.1%)
199/264(75.4%)
125/364(34.3%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比＋4)

公共下水 881/約1,300(67.8%)
(前月比＋3)農業集落排水

(件)(3月31日現在)

出生
死亡
転入
転出

(－32人）
(－35人）
(－67人）
(＋2世帯）

  6,990人
  7,622人
 14,612人
4,704世帯

 8人
18人
33人
90人

　「元気な人はこのマークがついた駐車場に車を停め
ないでね。もし、体が不自由な人が停めたいときに、
元気な人の車が停まってたら、停められなくて困るん
です」（町立図書館ゆめよみ館の車いす用駐車区域で）

　　　マークのついた車いす用駐車区域や点字ブ
ロック、町内でもあちこちで見かけます。
　車いす用駐車区域は、車いすを使っている人が車
から乗り降りしやすいように広いスペースがとられ、
また建物などの入り口近くに設けられています。
　点字ブロックは、視覚障がいのある人の通行を手
助けするもので、進む方向を示す線状の誘導ブロッ
クと、注意を促す点状の警告ブロックがあります。
　元気なのに車いす用駐車区域に駐車したり点字ブ
ロックの上に自転車やバイクを止める人は、「ほんの
ちょっとだけや」「障がいのある人は来ないやろ」、
こんな気持ちなのかもしれません。でも、そのほん
の少しの間に、車いす利用者が駐車しようとするか
もしれません。視覚障がいのある人が通るかもしれ
ません。「ほんの少しだけだから」という気持ちが誰
かに大きな迷惑をかけているかもしれないのです。
　本当に必要としている人のために、特別なことも
難しいことも必要ありません。車いす用駐車区域を
あけておく、点字ブロックの上や周囲に物を置いた
り自転車などを停めたりしない、それだけでいいん
です。
　私たち一人一人の「ほんの少しの思いやり」で、誰
もが安心し、そして安全に暮らせる町になるのです。

広報4月号でお知らせした平成20年度当初予算、一般会計歳入内訳(円グラフ)のうち「自動車所得税交付金」を
「自動車取得税交付金」に、町税(円グラフ)のうち「　税8,188万3千円」を「たばこ税…」に、一般会計歳出(目
的別)のうち、「商工費1億4,310万4千円(5,651万2千円減)」を「…(5,651万2千円増)」に、同じく「消防費
2億6,067万7千円(750万4千円減)」を「…(750万4千円増)」に訂正しておわびします。

おわび
と訂正
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